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医者が処方した『笑い茸』     吹春 公子 

 

日本の古典芸能である狂言に「茸」があるくらいだから、きっ 

と落語にもあるのではないかと思っていたところ、本当に存在し 

た。とはいってもCDの録音で、立川談志演じる『笑い茸』。 平 

成 11年 1月 12日、国立劇場演芸場 談志ひとり会で演じられた 

ものの生録、いわばライブのCDである。それゆえ、少々聞きに 

くいところもあるが、臨場感がある。 

――うれしかったのは『笑い茸』を演ってくれたことだ。二代 

目三遊亭金馬、お爺さんの五代目三升家小勝の速記が残っているので、『笑い茸』という噺があ

ることは知っていた。しかし演り手が絶えてしまったため、中学生の頃から寄席に通いはじめた

にもかかわらず、一度も聞いたことがなく「もう聞けないだろう」とあきらめかけていたからで

ある。ここに収めた音がそれで、六十二歳になってはじめて聞いた『笑い茸』だ。 

（川戸貞吉・ジャケット解説より抜粋） 

解説者がこのように語っているのだから、かなりのレアものである。生を聞きたいといっても

やはりなかなかお目にかかれなさそうなので、ご興味のあるかたはぜひどうぞ。 
 

『立川談志 プレミアムベスト 落語 CD集「風呂敷」「笑い茸～胡椒のくやみ」』 

発売元：㈱竹書房、販売元：コロムビアミュージックエンタテイメント㈱、COCJ-35192、定価2000（税込） 

イグサで編まれたボッチ笠（四街道市吉岡） 

 

て）探したが、慣れてくると地表には見えな

くても生えているのがわかるので、じきにた

だ歩くだけのプラプラ猟法に変わった。きの

こ狩りは勘どころが勝負である。 

（千葉市緑区誉田在住、今井節子さんから聞き取り

2009年 10月 4日） 

                                                

５『ぢもぐり』は、「つちもぐり」と同じくケシロハ

ツをさす。「地潜り」。 

６『きんたけ』は、傘色が鮮黄色であることから「金

茸」。ここでは海岸のシモコシをさすが、千葉県内

陸部ではキシメジをさすこともある。シモコシ、

キシメジともにいまの図鑑では毒となっているの

で注意を要する。金茸に対して銀茸もあり、千葉

県の海岸ではハマシメジをさすが、内陸部ではシ

モフリシメジをさすこともある。詳しくは、会報

16／17 号：特集／千葉キノコ話②金茸と銀茸を参

照。 
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